
町税
38億139万円

人件費
25億5,789万円

物件費
19億156万円

地方交付税
29億3,360万円

予算総額　234億 2,583万円 (前年度比 +3.8％)
一般会計 128 億 2,700 万円 ( 前年度比 +7.6％)         
特別会計及び企業会計 105 億 9,883 万円 ( 前年度比 ▲0.5％)   
　令和４年度の茨城町一般会計予算は、128億2,700万円で、前年度より９億700万円の増となりました。
充実した予算とするため、限りある財源をより効果のある事業へ重点的に配分しました。

一般会計

特別会計及び企業会計 社会保障財源分

歳入
128億
2,700万円

歳出
128億
2,700万円

自主財源：町が自主的に調達するお金です。
　町　税…皆様に納めていただく税金です。
　繰入金…町の貯金から取り崩すお金です。
　その他…施設使用料や証明書の発行手数料などです。
依存財源：国や県から補助されるお金です。
　地方交付税…他市町村との財源の均衡を保つために
　　　　　　　国から配分されるお金です。
　国県支出金…特定の事業に対して国・県から補助さ
　　　　　　　れるお金です。
　そ　の　他…地方消費税交付金をはじめとした国か
　　　　　　　らの各種交付金などです。

義務的経費：支出することが義務づけられた経費です。
　人 件 費…議員や各種委員、職員の報酬や給与等です。
　扶 助 費…社会福祉にかかる経費です。
　公 債 費…借金の返済にかかる経費です。
裁量的経費：政策的な判断で増減できる経費です。
　物 件 費…事務費や備品購入、委託等の消費的経費です。
　補助費等…他団体や町民の皆様に対する現金的給付の経
　　　　　　費です。
　普通建設事業費…公共施設等の建設や改修経費です。
　繰 出 金…特別会計に対して支出する経費です。
　そ の 他…預金への積立金、維持補修費などの経費です。

歳入用語 歳出用語

　消費税の一部は市町村に分配され、社会保障財源分
として社会保障経費に充当することとされています。
その社会保障財源は3億9,500万円と前年度より700万
円の増となっています。

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療保険特別会計
介護保険特別会計
農業集落排水事業会計（３条）
農業集落排水事業会計（４条）
公共下水道事業会計（３条）
公共下水道事業会計（４条） 
水道事業会計（３条）
水道事業会計（４条）
工業用水道事業会計
　　　合　　計

　科　　目
社会福祉
社会保険
保健衛生

　合　　計

予　算　額 　
27億2,052万円
13億8,162万円
3億9,596万円

44億9,810万円

充　当　額 　
1億5,330万円
1億9,640万円
4,530万円

3億9,500万円

35億8,028万円
4億4,004万円
34億6,949万円
3億2,689万円
1億1,235万円
6億7,275万円
4億5,018万円
7億8,353万円
7億6,100万円

232万円
105億9,883万円

※企業会計は支出予定額

＜社会保障関係経費の内訳＞

町税
38億139万円
町税
38億139万円
町税
38億139万円

繰出金
13億8,162万円

その他　4億4,595万円

扶助費
24億5,406万円

人件費
25億5,789万円
人件費
25億5,789万円
人件費
25億5,789万円

公債費
9億2,906万円

普通建設事業費
15億4,872万円

補助費等
16億814万円

物件費
19億156万円
物件費
19億156万円
物件費
19億156万円

繰入金
5億2,149万円

その他
6億1,431万円

地方交付税
29億3,360万円
地方交付税
29億3,360万円
地方交付税
29億3,360万円

その他
10億1,512万円町債

8億5,390万円

国県支出金
30億8,719万円

自
主
財
源

依
存
財
源

義
務
的
経
費

裁
量
的
経
費

61.5％
 38.5％

53.7％ 46.3％

令和４年度の当初予算を紹介しますす

【問合せ先】財政課　☎ 029－240－7123（直通）
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り
な
が
ら
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

未
来
へ
の
生
活
基
盤
が
整
っ
た
ま
ち

　

町
に
お
け
る
国
・
県
道
は
、
茨
城
町
道

路
網
の
骨
格
を
形
成
し
、
地
域
に
お
け
る

生
活
や
、
産
業
、
物
流
、
緊
急
輸
送
な
ど

を
支
え
る
基
幹
的
交
通
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る

と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
に
お

い
て
大
き
な
役
割
を
担
う
重
要
な
社
会
基

盤
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
町

内
の
幹
線
道
路
網
は
脆
弱
で
、
未
整
備
区

間
が
多
く
、
今
後
「
国
土
強
靭
化
の
推

進
」
や
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い

日
常
の
実
現
」
を
図
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
、
そ
の
整
備
促
進
を
図
る

こ
と
は
極
め
て
優
先
度
の
高
い
喫
緊
の
行

政
課
題
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
道
６
号
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
国
土
交
通
省
に
お
い

て
小
鶴
西
交
差
点
周
辺
改
良
事
業
と
し
て

付
加
車
線
設
置
と
右
折
レ
ー
ン
の
延
伸
に

着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、

小
美
玉
区
間
の
都
市
計
画
決
定
に
向
け

（
仮
称
）
小
美
玉
道
路
の
検
討
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
町
と
し
て
は
、
計
画
策
定
に

協
力
し
て
い
く
と
と
も
に
、
茨
城
町
バ
イ

パ
ス
の
早
期
４
車
線
化
に
つ
い
て
石
岡

市
・
小
美
玉
市
と
と
も
に
連
携
し
、
積
極

的
な
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

県
道
整
備
に
お
い
て
は
、
大
洗
友
部
線

の
茨
城
中
央
工
業
団
地
か
ら
国
道
６
号
へ

向
か
う
小
鶴
ま
で
の
区
間
に
お
い
て
早
期

の
供
用
開
始
を
目
指
し
、
急
ピ
ッ
チ
で
工

事
の
進
捗
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
宮
ヶ
崎

小
幡
線
や
塩
ヶ
崎
茨
城
線
（
長
岡
中
山
バ

イ
パ
ス
）
な
ど
、
各
路
線
の
改
良
と
と
も

に
、
渋
滞
対
策
及
び
歩
行
者
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
引
き
続
き
、
県
等
と
協
力
・
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
整
備
の
促
進
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
町
道
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る

中
石
崎
地
内
の
町
道
１
２
０
号
線
バ
イ
パ

ス
化
新
設
改
良
工
事
、
城
之
内
地
内
の
町

道
２
０
２
号
線
及
び
小
堤
地
内
の
町
道
１

１
７
号
線
道
路
改
良
工
事
に
つ
い
て
、
早

期
供
用
開
始
を
目
指
し
て
整
備
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し

て
、
奥
谷
地
内
の
町
道
３
２
１
０
号
線
拡

幅
改
良
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
、
町

民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
早
朝
・
深
夜
、
土
日
で

も
住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
課
税
証
明
な
ど

が
取
得
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
新
た
に
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で
つ
く
る
自
立
し
た
ま
ち

　

郷
土
を
愛
す
る
心
や
人
を
思
い
や
る
温

か
さ
な
ど
、
豊
か
な
人
間
性
を
有
す
る
本

町
の
誇
る
町
民
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
町

民
、
関
係
団
体
、
民
間
企
業
、
大
学
等
の

積
極
的
な
参
画
及
び
協
働
を
促
し
、
「
全

員
参
加
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　脱炭素型まちづくりの推進及び地球温暖化対策
の一環として、電気自動車や急速充電機の整備を
行います。

電気自動車の整備

　「涸沼自然公園魅力アップ計画（令和３年９月策
定）」に基づき、涸沼自然公園内に複合遊具を整備
します。

　生活基盤の利便性向上や交通事故防止のため、
引き続き中石崎バイパス道路の新設や生活道路の
改良整備を実施します。

　森林が持つ公益的機能の維持・普及を図るため、
間伐に係る費用の一部補助や、小中学生を対象に、
木材を利用した事業を行います。

魅力ある公園づくりの推進

バイパスや幹線道路など道路の改良工事を実施 森林環境の整備・普及啓発の実施
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人件費
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